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盛
夏
の
候
、
暑
さ
に
負
け
ず
ご
活
躍
■
一

の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
前
任
の
青
木
会
長
よ
り
役
を

引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
こ

果
た
せ
る
か
不
安
を
抱
き
な

っ
た
令
和
６
年
度
で
し
た
が
、
△不
員
各

位
、
役
員
、
理
事
、
関
係
機
関
の
皆
様

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

ご
支
援
と
ご

が
付
け
ば
会
長
職
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
松
本
市
高
齢
者
健
康
大
会
一

で
は
、
２
地
区
合
同
で
の
発
表
や
、プ
フ
　
・

チ
ナ
セ
ン
タ
ー
（松
本
市
南
部
老
人
福
　
一

祉
セ
ン
タ
ー
）
で
活
動
さ
れ
て
い
る
合 一こ

と
体
を

か
ら
も

欝鯉爵響

鼈

会
長
　
小
仁
熊
　
恭
夫

一

唱
サ
ー
ク
ル
や
合
奏
サ
ー
ク
ル
の
仲
間

ま
さ
に
垣
根
を
越
え
た

の
活
動
目
的
で
あ
る

、健
康
づ
く
り‐‐、
会

員
同
士

の
交
流
を
図
る
こ

と
」
が
、

感
じ
た

瞬

間会
員
の
皆
さ
ん
、
シ
ニ
ア
活
動
は

一

松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ス
連
合
会

■■・‐.'‐



松
本
市
役
所
　
健
康
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
　
福
祉
担
当
課
長
　
勝
家
　
知
子

松
本
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
加
盟
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
た
び

「ま
つ
も
と
市
高

連
だ
よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
、

担
当
課
長
よ
り
ご
挨
拶
申
し
あ

げ
ま
す
。

松
本
市
で
は
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
・高
齢
者
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
「誰
も
が
、
住
み

慣
れ
た
家
で
、
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
と
並

ん
で
、
生
き
が

い
づ
く
り
も
重

要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
生
き
が
い

づ
く
り
を
支
え
る
存
在
と
し
て

地
域
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
は
、
長
年

に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊
か
な

経
験
、
知
識
、
そ
し
て
技
能
を
生

か
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
は

趣
味
や
交
流
の
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
健
康
維
持
や
仲
間
と
の
絆
づ

く
り
、
生
き
が
い
の
醸
成
、
地
域

へ
の
貢
献
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
で
社
会
的
意
義
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
松
本
市
高
齢
者
健

康
大
会
で
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

皆
様
が
日
頃
の
取
り
組
み
や
成

果
を
発
表
さ
れ
、
参
加
者
同
士

が
学
び
合
い
、
刺
激
を
受
け
合
う

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・ペ
タ
ン
ク
大
会

で
は
、
競
技
を
通
じ
て
楽
し
く
体

を
動
か
し
な
が
ら
、
仲
間
と
の
絆

を
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
花
壇
の
整
備
と
い
っ
た
社
会

奉
仕
活
動
や
、
手
芸
。陶
芸
な
ど

の
作
品
展
で
は
、
作
品
等
を
通
じ

て
多
く
の
方
々
の
心
を
和
ま
せ

て
い
ま
す
。

昨
今
、
高
齢
者
人
口
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
働
き
方
や
価

値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
ヘ
の
加
入
者
は
徐
々
に
減

少
傾
向
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
の
松
本
市
高
齢
者

健
康
大
会
に
お
い
て
は
、
２
地
区

合
同
に
よ
る
発
表
と
い
う
新
た
な

試
み
が
実
施
さ
れ
、
非
常
に
盛
況

で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
新
し
い
形
の
交
流
は
、
ク

ラ
ブ
活
動
に
新
た
な
風
を
吹
き
込

み
、
地
域
間
の
つ
な
が
り
に
も
つ

な
が
る
、
非
常
に
意
義
深
い
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
「人
生
１
０
０

年
時
代
」
に
お
い
て
は
、
年
齢
を

重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
、
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
社
会

の
実
現

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様

の
活
動
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

松
本
市
と

い
た
し
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
高
齢
者
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
よ
り
充
実
し
、
発
展

し
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
補

助
事
業
を
通
じ
て
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
松
本
市
高
齢
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
加
盟
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鷹令和フ年度 松本市高齢勧 ラブ連合会役員。理事一覧

本 郷 月岡  温
理 事

奈 川 忠地 義光

梓 川 二村 岐子女性
部長

奈 川 奥原  操

監 事 梓 川 青木  厚

会 長 四 賀 小仁熊恭夫

副会長

梓 川 青木 忠孝

島 内 石川 孝子

寿 台 小澤 慶子

理 事
島 内 馬場 雄治

寿 台 和田 寛治



■令和7年度 松本市高齢者クラブ連合会事業計画

22 木 シニアクラブ小立意見交流会/表彰審査委員会
※大手公民館大会議室 (交流会)
※   //   講座室 (表彰審査委員会)

18 金 第19回松本市高齢者カラオケ大会 ※於 :市音楽文化ホール・メインホール

23 水 市町村シニアクラブ女性指導者研修会 ※塩尻市保健福祉センター

市高連だより第34号発行

7 木

金 第61

.1■ ||●
=

11 木
第4回役員会/理事会
(ペタンク。モルック大会、作品展、県クラブ大会他)9

30 火 第65回松本市高齢者ペタンク・モルック大会 ※於 :信州スカイパーク・やまびこドーム

“
¨

琴

金 市高連女性部研修会 ※於 :総合社会福祉センター

11

21

一

，

一

～

金
第23回松本市高齢者健康大会
(芸能発表会)

※於 :市音楽文化ホール・メインホール

一●
■
・
●

●
●

●

●
●
●

3 木
第 7回役員会/理事会
(事業報告・決算見込、事業計画・予算案他)

24 木
会計監査/第 1回 役員会・理事会
(決算案、事業計画案、予算案審議他)

※諸調査等提出期限

木
第 2回役員会/(春の花植え)/理事会
(前半主要事業検討、表彰審査結果報告他)

※年間予定事業参加事前調査書提出
※総合社会福祉センター玄関脇花壇

17 火 市町村シニアクラブブロツク研修会 ※県シニア連主催事業参加 総合社会福祉センター4F

下旬

第 3回役員会/理事会
(クラブ大会、ペタンク・モルック大会、作品展他)（Ж

）

29

ハ

）

フ
／

木

金 第48回松本市高齢者作品展

23 木
第 5回役員会/理事会
(健康大会、老人奉仕団活動計画他)

※総合社会福祉センター玄関脇花壇花植え
10

30 第65回長野県シニアクラブ大会 (松本市) ※県シニア連主催事業参加

火 市町村シニア連会長・事務局会議 (中南信)

1‐ 2

11 木
第 6回役員会/理事会
(次年度計画概要他)



儡ヽ鰈瘍颯隕腋諫褥餘躙颯⑪彪抒覺鰺/
実施日

会 場

令和 6年 8月 30日ロ

アルピコプラザホテル 「コミチナ」式典会場 「ミヤビエ」懇親会会場

令和 6年 8月 30日 (金 )、松本市深志 1のアルピコプ

ラザホテルの 3階「コミチナ」の間において、第60回 松

本市高齢者クラブ大会が開催された。連合会の会員ら約

50人が参加し、高齢者クラブの活動に尽力した方々を表

彰し、懇親会で親睦を深めた。

「連合会を取り巻く環境が変化し、多様化する今、知恵

と経験を生かし、仲間と共に活動を続けて欲しい」と小

仁熊会長のあいさつがあり、次に来賓祝辞を市長代理

の高齢福祉課福祉担当課長、松本市議会議長、社会福祉

協議会常務理事より祝辞をいただいた。

表彰式では高齢者クラブの育成や発展に功績があつ

たア人が表彰された。

受賞者を代表して、矢萩正彦さんが、「今後も生きがい

を求め、クラブの発展のために協力する」と決意を述べ

ていた。

懇親会会場ミヤビエの間では、アトラクション「サーヵ

ス・パフォーマンス」が行われた。世界で活躍されている

サーカスアーティスト金丼ケイスケさん、ルミさんのご

夫婦が、パントマイムやジャグリングなど多彩なパフォ

ーマンスを披露。会場が一体となる、とても楽しい時間と

なった。

最後に、金丼ケイスケさんの足長パフォーマンス (7)

に見送られ、賑やかな雰囲気のまま幕を閉じた。

矢萩

平林

高山

百瀬

川船

林

青木

正彦 (島内)

よし子 (島内)

晴白 (島内)

壽光 (島内)

廣秋 (島内)

敏子 (寿台)

厚 (梓川)

_日藤田瞳



実施日

会 場

令和 6年 10月 31日困

駒ヶ根市文化会館

令和6年 10月 31日、第64回長野県シニアクラブ大会が駒ヶ根市文

化会館にて開催された。

「のばそう1健康寿命、担おう1地域づくりを」の大会ス回一ガンの

もと、県内各地から会員が集結。会員同士の親睦を深めると共に、日

頃の活動について語り合つていた。
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齢者健康大会



実施日

会 場

令和6年 11月 22日 (a

音楽文化ホールメインホール

令和 6年 11月 22日 0、 松本市音楽文化ホールのメインホールで
「第22回松本市高齢者健康大会」が開催されました。

「のばそう!健康寿命、担おう!地域づくりを」の大会ス回一ガンの

もとに島内、寿台、梓川の3地区とプラチナセンター2サークルの皆

さんが多彩な12演目を披露されました。

辞
二

・
　

一

１
●

〓

義
二

.f

第22回

ロ第 22 松本市



□ョロ18 隋熔鼈躊躙蝙鶉揚鼈嶺芍餃
実施日 令和 6年 7月 26日 0  会 場 松本市音楽文化ホールメインホール

」

第18回 松本市高齢者カラオケ大会が今年も音楽文化ホー

ルメインホールにて開催された。

一般からも参加者を募つての開催は昨年で 2年目になる。
75名 の観覧者と、市高連会員22名、プラチナセンター利用者

の会から11名、一般からの参加者 13名、総勢46名 のノド自慢

が集まつた。各々華やかな衣装を身にまとい、十八番の歌を

披露していた。

一番の島内地区 丸山ふき子さんの「安曇野」から、とりを

務めた梓川地区 平林俊喜さんの「妻よ」までの46曲、スムー

ズな進行にご協力いただき大変有難かつた。



ヅ爾衿只繭』鞣瘍蛉蜆

優 勝 寿台・四賀合同チーム (寿台。四賀地区)
準優勝 上野A(梓川地区)
3 位 はくちよう(梓川地区)
4 位 保福寺町 (四賀地区)

第64回 松本市高齢者ゲ
ロトボ暉ル・ベタンク大コ̂=

実施日

会 場

令和 6年 9月 27日 0
やまびこドーム

昨年9月 27日、信州スカイパークのやま

びこドームで第64回松本市高齢者ゲート

ボール。ペタンク大会が開催された。ゲー

トボール6チーム (36名)ペタンク16チーム

(66名 )が参加し、競技を通して各地区と

の親睦を深めた。

`11:″
:|‐1111‐ 1澪 |

優 勝 奈川B(奈川地区)
準優勝 大手B(中央地区)
3 位 保福寺町 (四賀地区)
4 位 奈川A(奈川地区)
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令和 6年 7月 24日因

松本市総合社会福祉センター大会議室

昨年 7月 24日松本市総合社会福祉センター大会議室

にて、「令和 6年度シニアクラブ女性指導者研修会」が開
催され、松本市高齢者クラブからは、小仁熊会長を含む、

各地区の女性部長、会員の10名が参加した。

午前の研修では「簡単ビーズネックレス」の実技講習

が行われた。県シニア連女性委員のご指導のもと、布の

切れ端やストローを使い、ネックレスのパーツを作成。

最後にそれらのパーツを思い思いにゴムに通し、オリジ

ナルのネックレスを完成させ、参加者は早速首にかけ、

仲間同士見せ合つていた。

実施日

会 場

｀ヽ .・
・

午後は「kao身だしなみ &ハンドケア講座」と
題し、花王グループカスタマーマーケティング株

式会社ビジネス開発部門関東地区社会コミュニ

ケーション担当の岩崎氏、曽根氏による講演や、

身だしなみメイクを体験。化粧水やフアンデーシ

ョンをつける際のコツや、日焼け止めを選ぶポイ

ントなどを学んだ。参加者からは「実用的な内容

が多く、とても参考になつた」と好評だつた。
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島丙鳴′勇/影

は颯鰺颯繹蝙嘲隋 延べ参加人数は637人でした
健康ひろばin島内は、島内高齢者クラブ連

合会の中で、中核をなす活動へと成長しまし

た。4月 10日の第 1回を皮切りに、寒さが厳

しい冬も休むことなく、毎月2回、島内公民館

講堂は元気な声と笑顔が溢れました。

指導は「地域を家族のように繋ぎたい」を

モットーにしている犬飼己紀子松本大学名

誉教授。体が錆びないよう、多彩な運動メニ

ューのほか、レクリエーションや脳トレなど

を組み込んで、毎回新鮮です。

12月 25日 には、みんなで手づくりの食べ

物やスイーツを持ち寄つて、クリスマス会を

開きました。令和6年度は、24回の開催に、延

べ637人の参加者でした。

| 1  松本の街なかは楽しさいっぱい
おととし、去年に続いて3回目。集合場所

の四柱神社へ、大糸線に乗つて行くという新

しい試みを取り入れました。開催日は6月 6

日、参加者は32人、お天気は快晴。

くじ引きで六つのグループに分かれ、四柱

神社を出発。思い思いに中町通り、高砂通り、

なわて通り、公園通りなどを散策しました。新

しくオープンした市立博物館は好評でした。

信毎メディアガーデンでは、百瀬和豊さんが

街角ピアノに向かい「エリーゼのために」を弾

きました。市役所屋上の展望室に登り、松本

城の眺めを楽しんだグループもありました。

ランチとお茶も楽しみ。老舗の田楽屋、栗

おこわの名店、創作料理の和食どころ、選ベ

るランチのホテル、蕎麦屋など、それぞれ満

足のいく昼食でした。
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爾饉

靡餡毯鎮瘍慇魏 よくまとまって女性部は積極的

爾鰺

靡饂瘍辣錮楔 競技にハツスル秋の体育祭

女性部の活動は今年も活発に行われました。6月の料
理教室は「私のお得意料理」。会員が講師になって「お得
意料理」を教えながら、みんなでおいしく食べましょうと
いう企画です。今年は草だんご。ふかした米粉と蓬をすり
こ木で力いっぱい突き、小豆も上手に煮て、おいしいだん
ごが完成しました。

9月の手芸教室は「簡単ビーズネックレス」づくり。参
加者が持ち寄つた布などの材料で、和気あいあいと、見る
見るうちにネックレスを作り上げました。ネックレスは、
10月に開催された市高齢者作品展に出品されました。
11月の「秋の料理教室」は、フレイル予防の食事を、食

フィンランド発祥のニュースポー

ツのモルック。「健康ひろばin島内」
の指導者。犬飼己紀子さんの勧め

で、小グループで体験会をやってい

ましたが、初の大会が11月 に音楽

文化ホールの芝の広場で開催され

ました。参加者は28人。
1チーム3人で9チームつくり、3
つのコートに分かれ、競技を行いま

改島内支部の
=

指導で作りま

した。メニュー

は「おからとい

わしの焼きシ

ユウマイ」「ワ

カメと豆もや

しのナムル」
「豆腐のティ

ラミス風」。いつまでも元気で――との願いを込め、おい
しくいただきました。

コロナ禍で中断していた「秋の体育祭」は、会場を島内公民館
に移し、プログラムも一新し3年目を迎え、9月に行われました。
参加者54人を10班に分け、得点を競いました。種目はスカット
ボール、ラダーゲッター、ビーンボウリング、ターゲットボウルの
4種目。

ゲーム感覚の軽スポーツはどれも楽しく、会場は笑顔と笑い
声であふれ、みんな八ッスル八ッスル。参加賞や豪華賞品も用意
され、競技終了後にはお昼の弁当が配られ、大喜びでした。

鐵覇

蟷晰辣瘍⑪戌鉤 モルック新鮮!初の大会を開催
した。手軽に初心者でも楽しめるモ

ルックは、ゲームが進むにつれ、み

んな気合が乗つてきて、熱戦が繰

り広げられました。広場周辺の本々

は紅葉の盛り、お天気も快晴とあっ

て、心地よくうっすら汗をかきまし

た。やつてみるとモルックって本当

に楽しい!
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鱚輻饉 清水 克人

東寿会では会員親睦のため毎年旅行をしてお

ります。令和 6年は9月 に諏訪湖遊覧と周辺観

光を実施しました。晴天に恵まれ楽しい旅行とな

り、松本からは近くでありながら意外と行つたこ

とがない方もおられ、遊覧船の諏訪湖―周など久

しぶりの意見でした。

中でも諏訪市の五蔵の散策での酒の試飲会や

土産の購入などは大変好評でした。

令和 7年度も会員の希望を参考に旅行を計画

したく考えております。

署鐘議畿        北田今朝江

長年続けてきた世代交流もちつき大会が新型コロナウイ

ルスのため、5年もの長い間、中止になつていましたが昨年

の12月、町会の役員の皆様の願いと会員の思いがつのり、

もちつき大会を開催することになりました。

前日はもち米洗い、浸しをし明日に備えました。もちつき

当日は朝早くから「蒸かし」にかかり四自の餅をつきあげま

した。一自つく毎に女子会員の皆様が手分けしてあんこ、き

なこ、こまと3種類を手際よく丸めて出来上がりました。昔

取つた杵柄がひかりました。笑顔一杯で楽しそうでした。

もちつく自の周りには幼児から学童も集まり、幼児は親

と一緒に重い杵柄を持ち上げて楽しそうにつき、子ども達

は自分がついたお餅を大きな□を開けて美味しそうに友達

と話しながら食べて、話が弾んでいました。今日のことが思

い出の一つになつてくれたらお手伝いしたばば達も幸せで

す。私達も交流とはと改めて思いをはせました。大変だけど

やつて良かつたと思いました。町会長、役員の皆様ありがと

うこざいました。餅つき終了後は忘年会になりました。あん

ころもちを味わいながら。

会員の皆様ありがとうこざいました。
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令和6年の梓川地区文化祭に梓川地区

高齢者クラブ連合会として参加しました。

25名の会員から作品の応募がありました。
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「人生を楽しむために」「高めよ防災力」～その時に備えて～
お釈迦さん国く『人生は四苦八警、苦労やつらしヽ思しヽの連続で、なかなか思い通りにはなりません。』・・叱 (+o十》考えさ

せられる言葉がありますね。一方、『最も大事なことは、人生を楽し戦こと、幸せを感じること、それが全てです !』ともヽうウ

キウキするような言葉もあります。あの大女優オードリー・ヘプバーンの言葉です。皆さん、人生を楽しみましょう!

0

□家具の固定をしている

□寝室に倒れそうな家具はない。

□寝室の家具の上に物は置かない。

□避難場所を家族と確認している。

□携帯トイレを準備している。

□薬・メガネ哺 聴器の予備を準備してしヽる。

□非常持ち出し袋がある。

□非常持ち議し袋は見える場所にある。

□隣近所の人とあいさつしている。

①揺れを感じたらすぐに I
O姿勢を低くして頭を守る。

・揺れが収まるまでじつとする。

②揺れがおさまったら
0ガス、火の元を確認

(電気ストープは通電火災に備えコードを抜く)
0素足で歩かなしヽ

(安全な靴・サングルで行動 I足裏の負傷が多い)
OTV、 ラジオ、SNS等で情報を得る
(防災行政無線でも放適します)

しかい 近̈年日本全国で地震が増えています。4月に、信州でも最

大震度5弱の地震が起きました。驚きましたね。(*_*》
松本市|ま糸魚川―静岡構造線断層帯の直上に位置しており、近しヽ

将来、大きな地震が予想されます。大自然が相手なので、人間の力で

災害をなくすことはできませんが、準備すれば減災、つまり被害を減

らすことができます Iさあ皆さん、元気でレッツ防災 lしましょうl。

□お薬手帳 (コピーでOK)と

薬の予備 (定期的に交換)

□保険証や身分証明書のコピー

□予備眼鏡0補聴器

□水。食料(3日分)、

お菓子少々(飴 0ひとくち羊羹がお勧め》

□携帯ラジオ、懐中電灯、予備電池、携帯竃謡充電器

□衛生用鳳(おむつ0携帯トイレe絆倉聾膏燃 湿計》

□緊急闘寺命連絡先 (家族の名前e電話番号、かかりつけ病院)

①受付

・避難者名簿に持病・アレルギー・

障がい等あれば記入

・要望事項は遠慮せず伝える。

②避難生活
e周囲との頭ミュ鳳ケーションの工夫
。F蕃淮賑う動き、R分でできることはや卜.
0被災蕎支援各種簾馨廣雀最大限藩周:り災証明書奄取得し、

支援壼等鸞鎮、文拡しヽ減免、鐘ましヽの再鷺などす宥鑢繹。

ナ義:,ます
′
|:鷲轟観,● 1111■ |

糸魚川一静岡構造線断層帯
(中北部)

M7.6程度 14～ 30% 20～50% 40～ 70%

境峠・神谷断層帯(主部) M7.6程度 0.02´V13% 0.04′へ′20% 0.09～40%

='1を
■::チ与督費1ま換れが

およ
=ぅ
(11i

露I●争i

キを■る

普段からの備え 持ち出し袋に入れておきたいもの

地震が起きたらどうする 避難所に行く場合

=を

守′うながあ

露,な舞薔ヘ

地震規模
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このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうこざしヽます。本誌iよ誌面を通じて会員

鈴交流。情報交換すよもとよ
'」

、地域の皆様に老人ク予プの活動をご理解しヽただき、一淫の交流の輪を底:デるため発行するものでござしヽます
=

鎖上の趣旨をご理解しヽただき、引き続奮広告掲載のこ協力を場 :ザますようお願し`ヽ申:″上げます。     嚇鞍熙結翻薦蠅 クラブ達憂狭幾磯
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